
 

" 初め
、
両者が静止 している状態 にあった

#9 > 力学
キーワード 衝突 =体問題

、
ばね

が
、
あるとき

、

質点 に 初速度 で。 (右艇)

一、

を 与えると 、 その後 質点 は 箱 の 壁と

D ぶつかり 、
質点 は 速度で

、
箱はV、

と

な、 た。 はね返り 定数が e と する とき
、

質量 M の 箱 を 水平面 に 置き
、
その 中心 に

ひと に を 求める
質量 m の 質点 が 図 の ように あるとする。

この 箱
と 質点の 間 には 摩擦が なく 、 両者とも に は その後 しばらく する と

、 今度は 反対側 の

紙面上の 方向 にのみ運動 を する。 また 、
箱と 壁 と 質点 が ぶつかり

、
箱 の速度が

床と の 摩擦 も無視できると する 。

Va に
、
賛点 はn になった 。

M で、 と h を 求めよ

.muや これを くり返し 、
n 回 の 衝突を終えlzt

た 直後 の 質点 の速度 he 箱の

111111/111111/1/11"" 「""
速度 h を 求める



 

④ 前問 の 結果 から
、
衝突 を無限日 返すと

、

X .

0
. A と する。 また た o において 、

質点 と 箱の 速度が 一定になる こと が わかる
。

つに0
. X= 0 と する。

無限回 の 衝突によって 失われた エネルギー を くーっ
' cin

-っ 、
9 1
_
の

R m で は
計算せ よ

。
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D 同じ箱 の 内側 の 両端に ばね定数 k cases
)に O

、
X= o

自然 長 l の ばね を とりつける 。
この とき

、
図の

よう に ばね の 固定されてい ない側 の 先端間 に しばらく すると
、
右側の ばね と 質点が

の 距離 は d であった 。 時刻た o において 接触 し
、 その後また 離れた 。 離れた

質点 に 初速度でを 与えた後の運動を 直後 の ひと 0 を 求める 。

考察する
。
ただし 、 任意の 時刻 t した。 )

における 質点 の 位置
、
速度 、加速度を 右側 の ばね に接触し

、

ばねが縮んで

に、 ひ、 a と し 、 箱の重心 についても 同様に
、

いる 瞬間 を 考える 。
この とき

、 箱から



 

見た 質点 の 相対加速度 (a- A) と
、
相対

位置 し九 - X ) の 関係 を 求める。

や) 前問の 結果
、
質点 が ばねと 接触して

いる 間
、 箱から 見た 質点 は単振動を

行っ て いる
。 その 周期 と

、
ばね の 縮み の最大値

を 求める。

④ tw から 始めて
.
x-Xが 再びゼロになる

まで の 間 の
、 (xx) の グラフ を 横軸をでかけ

の


